
高血糖の血管への影響について
令和7年１０月阿蘇市健康増進課作成

●食事のポイント

健康診断を受けて自分
の健康状態を知る、生
活習慣の改善が将来の
生活習慣病予防に繋が
りま す。

１ 健診における血糖値の検査項目

検査項目 保健指導判定値 受診勧奨判定値

血糖（空腹） 100～125㎎/dl 126㎎/dl以上
空腹時血糖は前の食事から10時間以上経過した状態の血糖です。
検査時点の血糖の量（血糖値）を測定しています。

ＨｂＡ１ｃ
（ヘモグロビン
エーワンシー）

5.6～6.4％ 6.5％以上
全身に酸素を運ぶ赤血球のヘモグロビンにブドウ糖が結合した
ものです。過去1～2か月の血糖の状態を反映しています。

乱流

血 管

血糖値はある日突然高くなるのではなく、異常でな
い範囲だったのが徐々に高くなってきます。

２ 高血糖になると、糖が血管の壁を傷つけたり血管の中にしみこむ＝動脈硬化

血管を外部から守る

筋肉組織 ゴムのように伸び縮みし、血管の太さを調節している

血管が硬くなる＝弾力性がなくなる

中膜(平滑筋)が厚くなる

傷つける・しみこむ
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細胞同士がはがれる
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睡眠不足 ストレス 家族歴
（狭心症・心筋梗塞・脳血管疾患）

加齢

３ 血糖値に影響しているのもの
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４ まずは健康診断を
受けて自身のこと
を知りましょう
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プラークができる

動脈硬化：血管の内腔が狭くなってきます血
管
の
断
面

血糖やＨｂＡ１ｃ］が正常値より
高いと、自覚症状はありませんが
少しずつ血管が傷んで動脈硬化に
なります。
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